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’すみ　也区内市の郊外uての牲格を項する。エ業櫓土地利用な賢く庭回程蓬

κせはい怠い。

　一知心癖土壁噸は調査地域のか包利朧して最踵要であ乱初謝
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ド鎮護壬ltて叡日冤刷・至ったと落える。叢業ぱ概もて多聯魯＿勲も回覧あ

多。」葺っ・孟被1自演的露なあるが・気候、交通ド恵まれ．疏菜眩栽彪琵種七

三く菩を悩め促成票茱嵐添渠樹なビの純三三蘭の蜘窃力噛1三民

1鷺淋して函・ス馳防糖めけ翫の戯賦典型三三鷲観
い溺・圃娠最猛獣嵐の拡瓶は・て融戯几謹轍鞭鱒濤霞
私し（いるが＼静岡・新・K爾市の細隙蒋ヒレてス京決鍵翻竈男時オ寸ヒ

して．更ド経町が細叙化され，る＝ヒ塘繋望まれ，る。

柿岡盆地面部の地i形、とゴ＝地利用，
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　旧地毬一三回する二二、をの繊0鰍及α文勲巻要素を考累む、

三三｝磁四三索あ愚、遍要素群の綜合の遇程罐て地回椎の綴合掬三三
1二二ま’延至るこヒが＼κ要てある。

　この轍網．地或の自然的婆勲して最も重三焦慧本｛融ものの＿つ

である地形ヒその地形ハらみた土孝也適用をヰ心にして、乏こハ，ら匙戯性の杷

．径織徽・この徹で和上瞳地域は．茨威県の筑波疎蔑1糊置鍋
幸運舶来《ある、
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　この金地ば・山麓隷が禾規則忍形状顕示すこヒ、・金地内部ド扇献：旭ポなく

ヌ・轍雌雌積物鯵畝な・にと就混在の地獅・磁是穏ヒ瀕

ら鉢離銚（晦畝一μ脇・雍詫一）徽細網瞭齪踊
というこ．とがラ乞ず云える。

又・踊・北鵜の蝿三部に三斜のノ伽滋・まりな韻蝕面凝
亀て脇こ媛緬骸一滋・瑞盤の妹二一滋・膨化塵
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四切蘇確髄Pぬ威の膨也鰍・て麺嘱．初＝ヒ・畑地
働嘱蝕種蕨の腰回なつ魚・顧ピカ蜷勲きんこの鰍耐高皮
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買R＿ムの淫心がら2段に《かれていみ‘形1回忌は高，二三三二1三面の：牽詠性がら

　語えると後に丞べる一二ゆ血球期1（対1庵する：こヒが㌧でき愚。

　　刻、即の地域の櫛擁断無品よってや・寵しくみるヒ油慰立畷

旧穀樫瑚（刑て勲軌る。勃うち鍛旧地三四lr赫す
　る毛のでご周囲の山池ヒ地誌を同けくする・

　　℃瞳地の獅を点して・嘱磁隊し・台地二三であん先ずての四

幅省地の瞬寝癖賊踊莇ゐ．碑狽二三東平撮礫櫛を勘綿
総認磁盤翻して広く薇iす赫ロ御忌熊㊥瓦こ三四麟
　療緬方向ド於ける高度差バ娼どねいこ琴力騰徴で・逢起塩洋平野である・東

離按ずる幣鋤地と同激加蠣がらなる；の繊虎三思総台瑚・比
　べて着しく麟姻凱でいる．常総謝慰ゐ嚇い灘k鳳の発漣秘あい修平フ＆
　省地懸留るの｝（対しこの地鳥の三三は旧い苑四谷・の倦還すみ！）＼起状の旧地くひ

擁。このよう綿面面・欺隅脚℃凱麗二三・嬢靴三山．
　寿リヒいう特心得位置｛二幽ある隆起海岸法言であるコ・乙、麸盤か鞭・ηド義・・匙

　ころレあり堆積層も厚く凪ぐ猿の塾盤の形1↓文碗さ帆たて1乙叙・どがら幣総省

　地よウ理しく侵1蝕く≦低たピー希えら’乎！しみ・

　　こρ診地乏「更に細が（み81と．蕩環がらま∴キ、下紅の三段、にみけ急こと賦

、・ Dき、る．蔦度はなぐ矛〃（．4’％，4〃～2，ク班♂）4のヒ縫・ヒφ比馬あま～イ幌

　〃勧であゑ。下伍首越牒二尉～ん四谷に賂って・＼るこヒ・又その形態

　融廿を后え合、おせると、趨め二歎の台遡：ヒ巽。、：段．血であるヒ思距ク〃しる・下・

　肛画地を徐く2綬の省地面感4∂％内クトの屈溢浮万層を狭毒／～3物の三等

　ゆ磁心灘罰して・・る。旋ってローム都．ら蘇地方ρ標醐下多副繍亡ヒ

　す君と鹿沼毒：后を猛毒キ位台也ぱ武｝藏鷺㊧地1『二三こ帆三二麹蕎茂閃係わ＼ウ∴

　上缶台地霞心夫壱台地一ト吋比さ甦る．この三二のロームの億数㎏θ）均一ム’』

　斌吻貫で声ることこの浮石の粒径がゑ3畝伽・で較いこヒωロ「ム
　：雇拭うすい．ス全く除去されたヒニうも存在するこヒなビ《あみ・こ救鼠；

　の麟姻東地謡して細心ρ似iた・殖い蝋1・雛って耕又
　三衣山彪の搬に．あ愚という位置の剣系」）＼起伏：1（畠むヒいろ弓形の丙う系か・ら・

　このまう磁品数をもつ｝こ至ったヒ薦えら回る・

　　》武上の』走うな台旭1く吋し．ヰ積：層」：りなる低回㎏菰く但平想沌年三形を星、

　すん二の広い齪劃二藍在酬1巾陶坤隊く2－4三思∴ρよ、
　弓袖形状ヵ＼ら＝の露邸走年厭麟沖頑期め祀降ドより弱れA弓形三三れその鍬、

　擢糾たもの心筋れる庸兆燥1鍋融鮒な礪三三礎礎：
　吃形成レて・・乱’
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　鼠炉ような地回特畝を示弗地低地の土地弓状縄を概醜し（みよ外
　¢蝿眩，蛋ヒし（姻地そ〃他三三地淋地ヒむて三三されそ隼勉甘2K田に刹潮

’蘇て・・ゐ・こ撚痴魏利刑弦艦馳踊融回忌ってイ豚亀西

東鯨磁裕覇鍵娚三二雌く平地襯吻繍魏富田は
羅剃用も湘放前回ぢ・K濁封一毛作で回附収量竜低く蜘は自給魯重彩勃旧い年

伽三二峨藪一二助髭醐萸砿眺・・う却備範もつて晒．
蒸し一面矧ぐ虫麗部ド玲ける豪輝の逆敷ヒいう蟹蛛条件富加必って山麓池帯

iほで三二賭舵剰回しら渉孔束京力協9〃んヒいろ伍壷ρ矧・《ら豪輔

市胤踊翫象果樹の算〉・描めら托て・嘱などの特徴愉して・・乱だ姻

撤恋ヒして置く／・煽取｝1入れられてきた三友煙隼バ現在でも＝の三下壊

金イ筋ヒレ（主要な他匁を占めてお，り山ド醐れ交遜簑隣害ξ奴証ヒ㌧＼

グの地或の位置肱三民の怠欲な吻《・徽禰って傳二三土脚塩を
示レている・

　　　　　　ノ寿総門島における河岸段丘地域の

　　　　　　　翅∫形　と　工地利．用
　　　　　　　　一二i、川および“ノト象li｝旛威の例　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野　　紛　　三楽子
工　ば齢めに

　この呼裳論文は、診＆ノ1＼地．域の越形ヒ土地下用の魂拭を杷下する湯合、三

分緬彦｛の程1蔓まで調蚕し＿まヒめ㌧：ヒゆるこヒが幽朱＆カV、ヒいう土ヒを峰め

そみ＆こヒに員’的を置いて＝いる・いいカ＼えるヒ，拠＝形お・よび土越利；羽1二ρ〕＼

での調壷は．その地域の性格を知る上の一助．ヒして二つ庭のであ・て、景訪

か9＝の調査〉に特…弛な巨魯’を梼たぜているわけて甘旧い。

鋼査地域醜総キ部の奏庶・】・糸，楠三二し瓦こ碗威の選三二あ乏

7定な・⑦弓形力k土弛利用の少なくヒもい夕れがに興欧の椿て乏う忍独笥椎

を将っこヒ②贋糧良’四刻てあって．なお鼠？あまり研究さ鮮つくされてい

ない『と・㊤確地回査k陣害が少なも、こヒ④2万よ千分の一φ地形図試確

のクてL、β＝：ヒ．なビを羅．回しだ・

　蹴お，地形＆び土地劇用ヒ毛誠査超或内の禅、誓颯1二’ζ・れる庚にノ房罐手島の

・地彩および地頂、千’集県下1こおけ6土地利生こついての叡山を試みた。

丑　地　　　栃

　’房総半島一帯は、一一般に労乏須以降・の射しい匙嶺よウ寂⊃，旦9地盤蓮歎

の跳が着しい，従って調査地域の両河，｝1流或μ回数沼気‘う海洋段丘卿みら肌
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